
鯉繊
擁

難
　

.

や
.

恐
調

…叢

地

方

所

得

税

と

他

地

方

交

渉

問

題

…
.…
1
.・法
學
博
士

唯

物

史

観

公

式

中

の

一
句

に
就

て

…

.

...法
學
博
士

猫

逸

流

通

税

の
攣

革

…
…

・.・法
學
博
士

時

給
圃

取

引

所
改

善

の
裏

貼

…
・…

..

注

意

す

べ
き

小
作

人

問

題

…

識

苑

生

計

費

研

究

法

を

論

ず

…

.・

所

得

分

配

統

計

…
…
-
…
-
…

..…

…雑

録

}

プ

レ

ー

フ

ェ
ー

ア

の

統

計

要

覧

・.・

ビ

ユ
ッ
ヒ

ャ
⊥

入
庫

-
…

.

自

由

貨

幣

運

動

,..,
…

.,

・

聯

戸

正

雄

河

上

肇

小

川
郷

太

郎

…
法
學
博
士

戸

田

海

市

…
法
學
博
士

河

田

嗣

郎

…
法
學
博
士

森

木

厚

吉

…
注

學

士

汐

見

三

郎

…
渋
墨
浦
士

…
注
學
博
士

…
渋
墨
博
士

財

部

静

治

小
川
郷

太
郎

河

田

嗣

郎
一.町}
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マ
ル
ク

ス
の
唯
物
史
観
公
式
中

の

一
句

に
就
て

河

上

肇

臼
、
本

論

の
問
題
-

之

に
關
す

る
異

説

マ
ル
ク
ス
が
其
の
著

「
経
済
學
批
判
」

の
序
言
に
載
せ
し
唯
物
史
観
の
公
式
は
、
次
の
文
句
を
似
て
始
ま
る
。

『
人
類
は
、
彼
等
の
生
活
の
祉
曾
的
生
産
に
於
て
、

一
定
の
、
必
然
的

の
、
彼
等
の
意
志

よ
り
稠
立
し
た
る
關
係

に
、
即
ち
彼
等
の
物
質
的
生
産
力

の

}
定
の
独
居
階
段
に
滴
慮
す

る
所

の
生
産
關
係

に
、
入
b
込
む
も
の
で
め
瓠

此
等
生
産
關
係
の
総
和
は
、
肚
會

の
経
済
的
構
造
1

そ
れ
は
法
制
上
及
び
政
治
上
の
上
層
建
築
が
擦

っ
て
以
て

立

つ
所

の
、
叉

一
定
の
肚
會
的
意
識
形
態
が
之
に
適
恋
す

る
所
の
、
眞
實
の
基
礎
た
る
も
の
一

を
成
す
。
物
質

的
生
活

の
盤
産
方
法
は
、

一
般
に
肚
會
的
の
、
政
治
的
の
、
及
び
精
神
的

の
生
活
過
程
を
傑
作

づ
け
る
。」
私
は
此

等
の
句
を
ば
、
嘗
て
自
著
『
近
世
経
済
思
想
史
論
』
に
於
て
、
次
の
如
き
表
に
書
き
替

へ
た
。
(表
中
『

」
内
に
入

れ
た
る
文
字
は
、
絡
て

マ
ル
ク
ス
の
用
語
)。

『肚
會
の
物
質
的
生
雇
力
』
目

「物
質
的
生
活
の
生
産
方
法
』

論

叢

　
,藷

耀
ル
ガ
ス
の
唯
物
史
観
公
式
坤
の

一
周
に
拙
て

第
+
二
巷

〔第
三
號

一
七
)

三
六

一

(1)189頁



論

叢

マ
ル
〃
ス
の
唯
物

吐
親

公
式
巾
の
.一
句
に
乾
て

人

ご

八

ξ

、の
『
生

産

關

係

」

一
「鉱

蹄

↓

　
」

『
法
制
丸

び
藩

士
の
着

輩

』
.
叢

治
的
」
の
「

[↑

』

「
肚
會

の
意
識
形
態
」
-

…
i

目

『
精
神
的
」
の

第
+
二
巻

「程過 活 生」

↑
1

癖

三
號一

.

」

一
繭

…
寧

…
繊

…
¢…び

…
『

「
八
)

=
エ
ハ
ニ

,

今

こ

の
短
文

に
於

て
問

題

ε
し
ゃ

う
ご
す

る
所
は

、
右

の
衰
に
於

て
、
『
肚
曾

的
』
の

「
生
活
過
程
」

を
耐

曾

の

『
経

済
的
構
造
」
に
配
當

し
、
『
政
治
的
』
の
『
生
活
過
程

』
を

「
法
制

上
及

び
政
治

上
の
上
層

狸
築
」
に
配
賞

し
、
「
精

神
的
」

の
「
生
活

揚
程

」
孕
『
肚

會

の
意
識

形
態
』
に
柵

當
す

る
こ
ご
の
、
是
非

如
何

ξ

い
ふ
こ
ε
で
あ

る
。

患
う

し

て
弦

に
斯
様

の
事
を
問
題

に
す

る

の
は

、
他

の
學

者

は
私

ε
達

っ
た
解
繹
を
探

っ
て

み
る
や
う

に
見

え

る
.か
ら

で

め

る
。

)

②

一
ト

ユ
ニ
ー

ス
の
読

に
よ
れ

ば
、
『
か
の
喪
章

に
於

て
、
最
初

に
は
肚
會

現
象

の
三

分
割
が
提
吉
口
さ
れ
て
あ

る
b

(
即
ち
-

(2)ToじDIlie5,一 一AI.clliりf〔i】'Ge51.hiclaederPhilosophicVII,

(Ilammaciler,Dasphi】QsDphisch6k⑪nomischeSystemde～

19C9,S・191・ に 弼リ刊'♂ る 願.)

894,S・504・

Mai』 邦」5mus.



'

脛

濟

的
構
造

法
制
上
及

び
政
治

上

の
⊥
層
建
築

肚
會

の
意

識
形
態

一

ざ

い
ふ
こ
ε

に
な

っ
て

み
る
。

し
か
る

に
直

ぐ
次
ぎ

に
は
、
、
そ

の
二
分
割
が
表

は
れ
て

る
る

、
師
ち

物
質
的
生
活

の
生
産
方
法
h

口
肚
會
的
の
存
在

　肛
會
的
、
政
治
的
、
精
神
的
の
生
活
過
程
目

肚
會
的
の
意
識
.

'

ε

い
ふ
こ
己

に
な

っ
て
み
る
」

ε
云

ふ
の
だ

か
ら
、
.之
を
圖
表

に
す

れ

ば
、
次

の
如
く
な

る
課

で
あ

る
。

窮

銀鱗
響
幽
購
摂

ゴ
し
か
る
に
歪

飽

砦

馨

非

な
と

し
三

次
の
如
く
婆

て
る
・
・
「
現
象
の
匠

分
の
敷
豊

明
後
・
.

く
も
)
同
じ
で
あ

る
。
ロ
ハ第

二
の
文
句

で
は
、
肚
曾

の
意

識
形
態

ε

い
ふ
中

へ

一
緒

に
さ
れ
て

み
た
も

の
が
、耐

會
的

の
生
活

過
程

ε
精

聯
的

の
生

活
過
程

ε
に
分
解

さ
れ

て
居

る
だ
け
で
、
敬
治
的

の
生
活
渦
程

マ、
い
ふ
の
は
、
第

一

の
文
句

に
在

る
政

治
上

の
上
層

建
築

に
椙
賞

し
、
そ

の
中

に
は
法
制
上

の
上
層
建
築

も
包
含

さ
れ
て
る

る
の
で
め

る
。
」
前

例

に
從

っ
て
之
を
圖
表

に
す

れ
ば
、
次

の
如

く
な

る
。

論

叢

・
㌻

・
の
雌
蟄

観

公
式
中

の

石

に
就
て

第
†
二
巻

(第

三
號

一
九
)

三
六
三

(3)Bユ1th、 一A1・ch.

所)
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論

叢

マ
ル
〃
ス
の
唯
物
史
観
公
式
中
の
一
旬
に
就
て

第
十
二
巻

(第
三
號

二
〇
)

三
六
四

「
法
制
上
及

び
政
治
上

の
上
層
建
築
」
1

『
政
治

的
」
の
「
生
活
過
程
』

『　

意
識
　

・

{瀧
難

『生
　

」
.

ラ

リ

三

ご

こ
ろ

が

ハ
ム

マ
ツ

ヘ
ル
は
以
上

の
二
説
を
共

に
非

な
b

ご
し
、
自

分
は
次
の
如
く
解
繹
す

る
ε
言

っ
て
ゐ

卸

・
…

墾

・
釜

に
磐

経
済
鷺

造
の
吉

建
て
ら
れ
て
み
る
総
て
の
も
の
を
分
っ
て
・法
制

上
及
び
政
治
上
の
上
層
建
築
ε
肚
會

の
意
識
形
態
蓬
の
二
つ
ご
爲
し
た
や
う
に
、
第
二
の
文
章

に
於
て
は
、
肚
會

的
の
生
活
過
程
を
、
政
治
的
の
も
の
ε
精
脚
的
の
も
の
こ
に
分

つ
た
の
で
あ
る
。
從
て
其
れ
は
次
の
如
く
請
…む

べ

　

ロ

き
で
め
る
b
l

物
質
的
生
活
の
生
産
方
法
は
肚
會
的
の
、
即
ち
政
治
的
及
び
精
神
的
の
生
活
過
程
全
般
を
條
件

づ
け

る
。」
氏

の
説

に
從

へ
ば
、
圖
上衣
は
次

の
如
へく
な

る

べ
き
で

み
る
。

擁

麓
難

波
墜
下

肚縛轟

鎚
}・　
狸

ラ四

な
ほ
當

面

の
問
題

に
直
接

の
關
係

は
な

い
が
、
序

ゆ
ゑ
露

國

マ
ル
ク

ス
主
義

の
父

ε
構

せ
ら

る

＼
プ

リ
ェ

ハ

ー

㈲

ー

ノ

フ

の
説

を
も
、
藪

に
揚

げ
て
置

か
う

ε
思

ふ
。

彼

は
次

の
如

く
述

べ
て
み

る
。
「
今
日
有

名

に
な

っ
て

み
る

「
基
礎
」
ご
、
そ
れ

ε
同
様

に
矢
張

り
有
名

に
な

っ
た
「
上
部
建
築
」
ご
の
關
係

に
就

て
の
、

マ
ル
ク

ス
及

び

エ
ン
グ

ル
ス
の
意
見
を
簡
単

に
言

表
す
な
ら

ば
、
吾

々
は
次

の
定
式

を
立

て
得

る
。

(4}HammacheT・SystemdesAlai・x}smus,S.IgI,192.

(5)濁 課Plechanow,DieGrundproblemedes.Ma■xismus,{910,S.77.



1
v
生
産

力

の
歌
態

w

,

2
、
前

者

に

よ

っ
て
條
件

づ
け
ら

れ
セ
経
済
關

係

b

も

も

へ

3
「
経

濟
的
「
基
礎
」
の
上

に
成

立

せ
ろ
肚
會
的

1
政

治
的
關
係

、
.

生
、
.
　
部
分

は
直
接

に
経
済

に
よ
b
、

一
部
分

は
其

の
上

に
成

立

せ
る
枇
會
}的
-

政

治
的
秩
序

に
よ
り
、
篠
…

件

づ
け
ら

れ
た

る
耐

會
的
人
間

の
心
理

b

5
、

こ
の
心
理

の
性
質

を
反
映

す

る
所

の
.
種

々
の
思

想
。」
.

コ

。

こ
の
定
式

は
、

マ
ル
ク

ス
及

び

エ
ン
ゲ

ル
ス
が
唯

物
史
観

に

つ
い
て
抱
懐

し
み
た
リ
ヒ
、

プ

リ
ェ

ハ
ー

ノ
ブ
の

認
む

る
所

の
も

の
を

、
表

に
纒

軌
た
の
で
あ
.る
か
ら

、
藪

に
問

題

ざ
す

る
所

の
、
『
経

濟
學
批
剣
」
に
見

は
れ

た
る

マ
ル
ク

ヌ
の
公
式

の
解
繹

ε
、
必
ず

し
も
直
接

の
關

係
を
有
す

る
も

の
で
は
無

い
が
、
只

、
経
済

的
基

礎

の
上
に

『
肚

會
的
』
『
政
治
的
」
の
關

係
が
先

づ
成

立
し
、

さ
う

し
て
其

の
経
済
的

基
礎

#

び
に
「
肚
會

的
」
「
政

治
的
』
の
秩
序

に
よ
り

、
砒

會
意

識

が
制
約

せ
ら
れ

て
み
る
ご
解
糧
す

る
黙
に
於
て
、

マ
ル
ク
ス
説

に
謂

ふ
所

の
『
敢
會

的
」
關
係

に
謝
す

る
彼

れ

の
解
羅

は
、
前

掲

の
三
者

だ
又
異

る
所
あ
り

ε
思
は
る

＼
が
爲

め
、
序

を
以

で
藪

に
列
記

し
た
次

第

で
あ

る
。

之

を
要
す

る
に
、
プ

リ

エ
ハ
ー

ノ
フ
は
姑

ぐ
会
く

ε
す

る
も

、
ト

ェ
ー

二
.ー

ス
、

バ

ル
ト
、
ハ
ム

マ
ッ

ヘ
ル
の
三

'

氏
が
、

マ
ル
ク

ス
の

『
物
質
的

生
活
の
生
産
方

法
は

、

一
般

に
肚
會
的

、
旨政

治
的
、
及

び
精
帥
的

の
焦
活
過

程
を

論

叢

マ
ル
〃
ス
の
唯
物
史
観
公
式
申
の
一
旬
に
就
て

第
+
二
巻

第

三
號

二

)

三
六
五

鴫

馳



論

叢

マ
ル
グ
ス
の
唯
物
史
観
嚇公
式
中
り
一
句
に
輔別
て

鶴川
十
一
一巻

(第
三
號

一一二
)

…二
六
志ハ

條
.件

づ
け

る
」

ざ
云

へ
る
交

伺

に
謝
し
.て
下

せ
る
解

繹
は

、
皆

互

に
相

違

し
、
且

つ
何
れ
も
余

の
下
せ

る
解
繹

ε

同
じ

く
な

い
の
で
あ

る
。
即

ち

ト

ェ
ー

　
ー

ス
は
『
肚

會

的
」
の
、
「
政
治
的
』
の
、
及

び
『
精
帥

的
』
の
『
生
活
過
程
」

全
部
を

以
て
『
血
會

の
意
識

形
態
』
に
相
慮
す

る
も

の

ε
な
し
.

バ

ル
ト
は
其

の
中
「
就
曾
的
」
及

び

『
精

神
的
』

の

「
生
活
過
程
』
の
二
者
を

以

て
「
耐

會

の
意
識
形
態
」
に
相

慮
す

る
も

の
《」
な

し
、

ハ
ム

マ
ッ

ヘ
ル
は

又
、
「
砒

會
的
」

の
『
生
活

過
程

』
を
以

て
「
政
治

的
」
及

び

「
精
神

的
」

の
生
活
過
程

に
分
解

さ

る

・
も

の
'し
な

し
、
最
後

に
余

は
、

『
肚
會

的
」
の
『
生
活
過
程
」
ε
い
ふ
句
を

ば
、
人

ざ
人

好
の
『
生
産
關

係
」
の
「
総
和
」
た

る
『
緯
.濟
的
構
造
」
に
相

懸
す

る
の
何

ε
な
す

の
で

あ
る
。

簡
軍
な

る
此

の

一
句

に
蚤

し
、
此

の
如

く
多
様

の
解
繹
を
下

し
得

る
鯨
地

め
る
こ
ε

は
、
樹苧
ろ
不

思
議
な

こ
ε
で
あ

論
が
、
博
覧

の
學
者

は
此

の
外

に
も
猶

ほ
異
説

を
塞
・げ
得

る

か
も

知
れ
な

い
。
吾

"
吾

は
、
人
間

の
言
葉

の
如
何

に
不
完

全
で
あ

る

か
を

、
今
夏

に
考

へ
さ
せ
ら

る

、
鐸

で
あ

る
。

二
、
自
説
の
論
謹
一

異
説
の
批
判

さ
て
此

の
如

く
種

亙
の
解
繹

が
め

る
が
、
私

は
其

筈

の
異
説
を
通
覧

し
た
後
、
虚
心

に
考

へ
て
見

て
、
な

ほ
自

分
の
解

繹
を
正

し
ε
し
た

い
や
う

に
思

ふ
。

以
下
簡

輩

に
其

の
理
由

を
述

べ
る
で

め
ら
う
。

第

一
の
、
且

つ
最

も
重
要
な
理
由

は
、
肚
會

叉
は
肚

會
的

こ

い
ふ
吉
葉

に
勤
す

る

マ
ル
ク

ス
の
慣
用

が
、
私

の

解
羅
一を
裏

煮
目す

る
ε

い
ふ

こ
ε
で
あ

る
。
此

の
一場
合

、
此

等
の
吉
葉

の
今

日

に
於
け

る
並
目
通

の
用

法
如
何

ご

い
ふ



こ

ε
よ

り
も

、

マ
ル
ク

ス
自
身

の
用

法
如
何

ご

い
ふ

こ
ご
が
、
大
切

で
あ
る

の
ば
官

ふ
を
待

だ
沿
が
、
私

の
見

る

所

に
よ
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
は
屡

・
祉
會
的
ε
い
ふ
育
葉
を
経
済
的

ぜ
い
含

同
じ
意
味

に
使

っ
て
ゐ
を

思
ふ
。

現
姦

に
問
讐

し
て
か
る
「
経
済
學
挽
型

の
序
畜
の
中
に
も
、
次
の
や
　
な
票

宏

。
「
余
は
余
の
研
究

に

よ
り
、

法
律

關
係
蚊
び

に
国
家

の
形
態

は
、
其
れ
臨

身

に
よ
b
て
理
解

さ
る

、
も

の
で
な

く
、
又
所
謂
人
間

の
精

コ

ヘ

ヤ

ヘ

カ

ヘ

ヘ

へ

も

紳
の

一
般
的
鞍
展
に
吉

て
説
明
さ
を

も
の
で
も
無
一
、
寧
ろ
そ
は
、
物
質
的
の
生
活
關
係
-

之
が
総
和
は

コ

も

ぺ
ト
グ

ル
が
第

十
八
世
紀

に
於

け
る
英

佛

の
例

に
倣

う
て

「
市
民
耐
會
」

(悪
粛
。「洋

琴

O
o・・Φ
募
。ゴ
四3

な

る
名
稠

の
下
に
包
括

せ
し
も
の
一

に
之
が
根
篠
を
有
す

る
も
の
な
る
事
、
し
か
も
此
の
市
民
肚
會
の
解
剖
的
研
究
は
之

を
経
済
學
に
求
む

べ
き
も
の
な
.華

、
の
結
論
に
達
し
た
。』
一

〔な
ほ
「
資
本
」
第
三
審

の
終
いり
の
場
所

に
は
匂
9、

Ω
窪

湯

島

暁

o
「
.じ屡
§

。
げ
[巴
鴨

口
.
乏
。
}

腎

ゴ

臼

o

阜

農

費

島

阜
窪

目、「。
α
巳
&

o
=

N
=

2

9
ε

「
⊆
&

≧

Φ
ぎ

p
只

醇

σ
巴

=
ユ
n
ジ

毒

忌

腎

℃
・。
ユ
量

器

ジ
.
・{…9

0
婁

。

韓

・
げ
・
・三

「。

Ω
窪

ζ

ζ

ρ

5
喜

一幕

=

ψ百

三
誹

・
膏

b

㏄
斤『
5
ハド
⊆
・

σ魯
曽
葺
o
け

『
生
産

の
権
當
者
が
自
然

に
黝
し
將
た
相
互
の
聞

に
於
て
有
す

る
所

の
此
等
の
關
係
、

彼
等
が
其

の

も

へ

.

丙

に
在

っ
て
生
産
す

る
厨

の
關
係

、
此
等

關
係

の
塗
膜

が
、
純

濟

的
構
造

よ
ゆ
見
だ

る
祉

會
な

る
も

の
で
あ

る
』

ε

い
ふ
句
が

あ

る
が
、

こ
れ
も
略

ぼ
同
じ
で
あ

る
。
)

之

に
よ

っ
て
見

れ
ば
、

マ
μ
ク
ス
は

『
物
質

的
生
活

關

係
の
縮

和
」
(
そ
れ
は

マ
ル
ク
ス
が
『
耽

會

の
経
済
的
構

造
を
成
す

」
ざ
構
せ

る
も

の
)を

ば
、
『
市
民
肚

會
」
に
相

賞
す

る
も

の
蓬
な
し
、
そ

の
「
市
民
肚
會

の
解
剖
的

研
究
は
之
を
経
濟
學

に
求
む

べ
き

も
の
な

る
事
」
を
述

べ
て
み
る
の

論

叢

鼠

翼

の
唯
物
観

公
式
中
の
.肩

に
就
て

第
+
二
巻

(第
三
號

二
三
)

三
六
七

(6) Da・Kapital,III,z,S・353・



、
.

論

叢

マ
ル
〃
入
の
唯
物
史
観
公
式
中
の
.㎜
句
に
就
て

第
十
二
巻

(第
三
號

二
四
)

三
六
八

で
あ

る
。
帥

ち
物
　質
的
生
悟
關
係

の
総

和

ご
謂

ふ
も

、
市
民
孔肌
會

ε
謂

ふ
も
、
経
済
的
構
造

ご
謂

ふ
も

、

マ
ル
ク

ヵ

ヘ

ス

に

ご

つ

て

は

殆

ざ

同

じ

意

味

な

の

で

あ

る

。

か

も

此

庭

で

は

へ
ー

ゲ

〃
の

名

稠

を

共

の

ま

、
襲

用

し

て

コ
市

民

肚

會

」

ξ

謂

っ

て

み

る

の

だ

か

ら

、

直

ち

に

之

を

以

て

、

マ

ル

ク

ス

が

肚

曾

叉

は
肚

會

的

こ

い

ふ

言

葉

を

、

経

済

又

は

脛

濟

的

こ

い

ふ

吉

葉

ε

、

同

じ

意

味

に

用

ひ

て

み

る

ε

云

ふ

こ

ε

の

、

適

切

な

る

謹

撞

ε

な

し

難

い

円

い

ふ

疑

が

生

じ

得

る
か

も

知

れ

撮

が

、

も

し

吾

々

が

マ

ル

ク

ス

の

他

の

著

述

を

検

し

た

な

ら

ば

、

吾

々

は

展

二
此

等

の

二

語

が

全

一

同

義

に

用

ひ

ら

れ

て

る

る

・.」
ξ

を

費

見

す

る

で

あ

ら

う

。

例

へ
ば

『
資

本

」
第

　
審

の

成

る

場

所

に

ば

豆

o

O
o
・。邑

什
ユ
o
し。

σq
9
。
…一・・9

p
建
一。
冨

二

目
。
げ
Φ
票
鷲

o
N
Φ
・・
的「D
伊

二
」

ド

藷

・・
ヨ
彗
o
「
[。
一一窪

目、「
。
9

∩
二
〇
コ
し・
箕
o
N
①
沼
鵬

(
拙
肌
會

も

へ

的
生
活
過
程

の
、
即

ち
物
質

的
菰
産

渦
羅

の
状
態

は

云

々
)

.
ぜ

い
ふ
旬

が
あ

っ
て
、
『
礼肥
曾
的

生
活
」
こ

い
ふ
こ

ざ

ご
「
物
質
的
生
産
」
(即

ち
経
済

)
ご

い
ふ
こ
ご

、
が
、

明

か
に
.全
然

同
義

に
用

ひ
ら
れ

て
あ
る
の
で
あ

る
。
斯

か

る

場
合

に
、

マ
ル
ク

ス
が
…単
に
肚

會
的
生
活

ε
言

っ
て

み
る
の
は
、
肚

曾̂
的

に
行

は

る

＼
物
質
的
生
活

の
意
味
な

の

あ

も

し

も

わ

ヘ

へ

も

で
あ
る
。
先
ざ
に
掲
げ
た
「経
済
學
批
判
」
の
序
言
中
に
も

『
人
類
は
彼
等
の
生
活
の
肚
會
的
生
産
に
於

て
云
々
」

ε
い
ふ
文
句
が
あ
っ
た
が
、

此
庭

で
も
、

『
生
活
の
砒
會
的
生
産
」
ε
謂
う
て
あ
る
の
は
、

「
生
活
に
必
要
な
る

ヘ

へ

物
質

の
胤
會
的
生
産
」

ξ

い
ふ
の
ε
、
全

く
同
じ
意

味
な

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
妙

な
言
葉

の
使

ひ
方

の
や
う
だ
け

れ
ご
も
、

そ
れ
は
A
「
日
吾

々
が
、
糺肌
會

の
経
済
組
織

ご

い
ふ

べ
き
所
を

、
簡

輩

に
乱肌
會
組
織

こ
か
纏
濟

組
織

こ
か

へ

ら

も

へ

言

っ
て
仕
舞

っ
て
、
そ
の
結
果
凪
會
組
織
こ
い
ふ
も
輕
濟
組
織
ご
い
ふ
も
、
全
く
伺
じ
も
の
を
指
す
の
ε
同
じ
趣

〈7)K乱pit.],1,S.46.



で
あ

な
。
『
資
本

」
第

一
雀

の
更

に
他

の
場
所

に
は

急
卑

語
蘇
邑
Φ
膏

日
興
①
エ
。
幕

軍
o
傷
ニパ
多

器
毛
無
・。
口
乙

隻
。
ぞ

マ

も

9

冨
℃
「
2
ゴ
2

α

ぐ
q
ぎ

舟

ヰ
。
口

・
鼠

巴
窪

く
印
臣

響

酵

。・。

紆

「

牢

。
費

N
①
葺
①
昌

(
攣

化

す

る

所

の

物

質

的

生

産

方

法

及

び

も

マ

之
に
慮
じ
て
愛
化
す

る
所

の
肚
會
的
關
係
)
ざ
い
ふ
句
も
あ
る
が
、
こ
れ
な
ご
も
併
せ
て
参
考

に
値
す

る
ε
思
ふ
。

何
れ
に
し
て
も
既

に

マ
ル
ク
ズ
自
身
が

『
肚
會
的
生
活
渦
程
即
ち
物
質
的
生
産
過
程
」
ε
い
ふ
言
葉
を
使

っ
て
み

る
以
上
、
ト
ェ
ニ
ー
ス
の
如
く
肚
會
的
生
産
過
程
を
以
て
政
治
的
及
び
精
神
的
生
活
過
程

ξ
共

に

「
肚
會
の
意
識

形
態
」

に
相
賞
す

る
も

の
ξ
な
し
、
叉
は
バ
ル
ト
の
如
く
砒
會
的
生
活
過
程
ε
精
棘
的
生
活
過
程
巴
の
二
者
を
以

ロ

　

も

モ

て

『
肚
會
の
意
識
形
態
」

に
相
悉
す
る
も
の
ご
な
し
、
乃
至

ハ
ム
マ
ッ

ヘ
ル
の
如
く
就
會
的
盆
活
過
程
即
ち
政
治

髄
、
精
神
的

の
生
活
過
程

ご
な
す
こ
ε
の
、
何
れ
も

マ
ル
ク
ス
の
眞
意
を
距
る
ご
ざ
甚
だ
遠
き
も
の
た
る
を
、
断

言

し
て
略
ぼ
差
支
な
か
ら
う
ご
思

ふ
。

第
二
の
理
由
は
、
藪
.に
問
題

ε
す
る
所

の
文
章
の
前
後

の
脈
絡

よ
り
見
て
、
私
の
解
繹
が
最
も
自
然
的
だ
ら
う

亡
云
ふ
こ
ε
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
先
づ
、
・人
間
は
其
の

「
生
活

(物
質
的
生
活
)
の
肚
會
的
生
産
」

に
於
て
、
相

互
に

一
定
の
「
生
産
関
係
」
に
入
り
込
み
、
其
の
結
果

①
肚
會
の
「
経
済
的
構
造
」
を
構
成
す
る
に
至
る
こ
ご
を
述

べ
、
然

る
後
、
を
の
経
済
的
構
造
を
土
塁
-し
し
て
、
②

『
法
制
上
及
び
政
治
上
の
上
履
建
築
」
が
姪
て
ら
れ
、
更

に

働

『
肚
會
の
意
識
形
態
」
も
之
に
適
恋
す

る
に
至
る
も
の
な
る
こ
ざ
を
述

べ
終
b
、
最
後
に
之
を
繰
返
し
て
総
括

ヤ

も

も

し
な
が
ら

、
『
物
質
的

生
活

の
生
産

方
法
は

一
般

に
㊨
σ
①
島
碧
隣
)
①
砒
會
的

、
②
政

治
的

、
及
び
働
精
神
的

の
生

論

叢
.

マ
ル
〃
ス
の
唯
物
史
観
公
式
巾
の

一句
に
就
て

第
十
二
巻

(第
三
號

二
五
)
.
三
六
九
,
箋

〔6》a.a.0.S.z6一.



D

/

論

榔取

マ
ル
グ
ス
の
唯
物
史
翫
公
式
中
の
.一
句
に
就
て

第
十
二
巻

(第
三
號

二
六
)

三
七
〇

活
過
程

を
條
件

づ
け

る
』

ご
育

っ
て
居

る
の
で
、
玄

理

一
貫

.
彼
れ

の
吉

は
ん
窪
し

て
る
る
所
は

、
虚

36

に
之
を

談

ま
ば
、
殆

ご
疑

の
飴
地

な

き
も
の

＼
や
う

に
思

ふ
。

し

か
る
に
ト

ェ

　
ー

ス
は
第

.一
の
文
章

の

『
物
質
的

生
活

ド

の
生
産
方
法
』
を
ば
、
第
二
の
曳
章
の
肚
會
の
痙

濟
的
構
造
』
に
相
億
す

る
も
の
ε
諜
讃
し
乖
か
ら
、
(
そ
れ
臓

明
か
に
第

】
の
次
章
の
『
生
活
の
肚
會
的
生
産
』
久
は
「
肚
倉
の
物
質
的
.生
産
力
』
に
照
慮
す
る
所
で
あ
る
)、
そ
こ
で

第
二
の
次
章

の
「
砒
會
的
の
、
政
治
的
の
、
及
び
精
碑
的
の
生
活
過
程
」
を
総

て

一
纏
め
弔
し
ユ
覧
錆

一
の
文
章
の

『
肚
會
の
意
識
形
態
』
に
相
當
す
る
も
の
ど
解
繹
す
る
や
う

に
な
つ
陀
。
從

っ
て
第

一
の
旗
章
莱
は
、
肚
會
現
象
を

分
っ
て
吐
會

の
『
経
済
的
構
造
」
ご
「
法
制
上
及
び
政
治
上
の
上
層
建
築
」
`
『
砒
曾
の
意
識
形
態
」
ξ
の
三
者
ε
し
て

あ
る
の
に
、
す
ぐ
其

れ
に
引
継
ぐ
第
二
の
文
章
に
は
、
『
法
制
上
及
び
政
治
上
の
上
層
建
築
～
等
は
全
一
看
過
さ
弟

て
る
て
、
從

っ
て
肚
會
現
象
は
距
に

『
物
慎
的
生
活

の
生
産
方
法
」
近
『
肚
會
的
の
、
政
治
的
の
、
及
び
精
静
的
の

生
活
過
程
」

・こ
の
二
者

に
分
π
れ
居
る
に
止
ま
り
、
前
後
相
違
し
て
み
る
ご
云
ふ
解
繹
を
探

る
.に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し

マ
ル
ク
ス
が
其
の
唯
物
史
観
の
公
式
を
簡
軍
に
書
き
表
は
さ
ん
ε
し
て
み
る
際
に
、
斯

か
る
不
用
意

の
喪
章

聖
作

っ
た
も

の
ざ
は
、
一

他

に
可
能

の
讃

方

の
あ

る
限

b
一

吾

々

の
信

じ
能

は
諏
所

で
あ

る
.。
次

ぎ

は

バ
ル
ト
の
解
縄
　で
あ
る
が
、
既

に
述

べ
た
如
く
、
彼
は
第
二
の
文
章

の

『
紅
會
的
の
、
政
治
的
の
、
及
び
精
神

的
の
生
活
過
程
」

ε
い
ふ
旬
の
中

か
ら
、
中
間
に
あ
る
「
政
治
的
の
生
活
過
程
」
を
先

づ
扱

き
出
し
て
、
そ
れ
を
ば

第

一
友
章

の

「
法
制
上
及
び
政
治
上
の
上
層
建
築
」

に
相
等
す
る
も
の
ご
し
、
次
ぎ

に
、
こ
の

『
政
治
的
」
の
生

活
過
程
を
挟

ん
で
其

の
前
ε
後
ε
に
在

る

『
肚
會
的
』
の
生
活
揃
程
ど
「
精
神
的
」
の
生
活
過
程
ご
の
二
者
を

一
纏

、



め
に
し
て
.
第

一
文
章

の
最

後

の
階
段

に
出
て

み
る
『
吐

曾

の
意
識

形
態
」
に
相

當
す

る
も

の
ご
す

る
の
で
あ

る
が
、

も

ら

カ

　

も
し

さ
う

で
あ

れ
ば
、
第

二
の
文
章

の

「
耽
會
的

の
、
政
治

的

の
、
及

び
精

神
的

の
生
活
過
程

」

ε
い
ふ
旬

は
、

う

カ

も

ヵ

其

の
順
序

を
攣

へ
て
當
然

『
政
治
的

の
、
砒
會

的

の
、

及

び
精
神
的

の
生
活

過
程

」

ε
あ
る

べ
き
筈

で
め
る
。
即

ち
文

章
構
成

の
常
識

の
上

か
ら
考

へ
て
見

て
も
、

バ
ル
ト
の
解
繹

に
は
甚

し

い
無
理

が
在

る
ご
謂

は
な
け
れ
ば

な

る
ま

い
。
最
後

に

ハ
ム

マ
ッ

ヘ
ル
の
解
繹

は

『
肚
會
的

の
、
政
治
的

の
、
及

び
精

神
的

の
生

活
過
程
』
を
解

し
て

も

も

『
肚
會
的

の
、
即

ち
政
治

的
及
び
精
神
的

の
生
活
過
程
」

ご
し
ゃ
う

ε
云
.ふ
の
で
あ

る
が

、
そ
れ
な
ら

ば

「
即

ち
」

ご

い
ふ
文

字
が
原

女

に
挿

入
し

て
あ

っ
て
然

る

べ
き
、だ

ε
思

ふ
が
、

し
か
し
文
章
構
成

の
上

か
ら
吉

へ
ば
『
即

ち
」

を
省
略

し
た
ε
解

さ
れ
搬

こ
ε
も
あ

る
ま

い
。
ロ
バ
如
何

せ

ん
『
就
會
的
」
こ
い
ふ
吉
葉

が
「
政

治
的
及

び
精
神
的
」
`

い
ふ
意
味

だ

窪
い
ふ
こ
ε
は
、
常
識

か
ら
考

へ
て
も

、

叉

マ
ル
ク
ス
の
用

語
例

か
ら
考

へ
て
も
、
到

底
賛
成

し
難

き
所

で
あ

る
。

之
を
要

す
る

に
、
私

の
解
糧

は
濁
逸

の
本
圃

に
於

け

る
學
者

の
説

ε
甚

し
(
.相
違

し

て
み
る
に
拘
ら
す

、
私

ば

以
上

の
理
由

に
よ
り
、
.依
然

ご
し
て

、
自

分
の
解

繹
を

ば
最
も
正

し

い
も

の

こ
思

っ
て
み
る
。
些
末

に
拘
泥
す

る

や
う

だ
け
れ
ご
も

、
試

に
思

ふ
所

を
述

べ
て
、
同
學

の
批

評
を
乞

ぷ
次
第

で
め
る
。

壱

論

叢

マ
ル
〃

ス
の
唯
物
史
.観
公
式
中
の

一
句

に
就
て

第
十

二
巻

(第
三
號

二
七
)

三
七

一

」


